
指定管理業務評価結果書

１ 施設の名称等

２ 施設の利用状況

３ 収支の状況

４ 総合評価結果

(1) 公の施設の名称 津山市加茂町文化センター

(2) 指定管理者 所在地 津山市山北520

名 称 一般財団法人津山市都市整備公社

代表者 理事長 植月 優

(3) 公の施設の所管部署 津山市産業文化部文化課

(4) 指定期間 平成２８年４月１日 ～ 令和３年３月３１日

(5) 評価対象期間 令和 ２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日

(1) 利用者数等 ４，０９５人 （前年度２０，６５０人）

(2) 事業の内容 ・施設管理運営業務及び自主文化事業等

（自主文化事業内容）

・各種イベントの開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、すべてのイベントを中止もしくは延期した。

（共催事業）

加茂町文化祭（中止）

・開館日数269日（稼動日数56日）・・・緊急事態宣言に伴う津山市

からの要請により、4/18～5/31を臨時休館

・年間稼働率 ２０．８％（前年度６０．１％）

(1) 収入

（指定管理者の収入）

総額 １４，７５９千円（前年度１６，７０６千円）

指定管理料 １４，４１２千円

利用料金収入 ３１千円

施設継続・再開事業助成金 ６０千円

健康増進・文化活動促進事業 ２千円

雑収入 ２５４千円

(2) 支出

（指定管理者の支出）

総額 １４，７９９千円（前年度１６，７０６千円）

主な支出 人件費 ５，３８３千円

光熱水費 ２，４７２千円

修繕・消耗品費等 １４１千円

委託料（施設管理） ４，１３６千円

事業費 ４５千円

公租公課 ６８１千円

その他 １，９４１千円

(1) アンケート調査等の概要 ・利用者の利便性向上及び施設管理の充実を図るため、館内に意見箱

を常設し、広く意見を求めた。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4/18から臨時休館を実

施し、またさらにその期間を延長したが、当公社ホームページやＳＮ

Ｓによる周知を図った。



(2) 指定管理者の自己評価 市民の文化と福祉の向上に寄与するため、生涯学習推進の拠点施設

として各種事業を計画したが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、当公社が主催もしくは共催するすべてのイベントを中止または

延期した。

＜事業内容＞

・地域文化の向上と施設の活性化に努めた。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮しながら、6月に津山市加

茂郷文化ふれあい交流施設運営委員会を開催し、地域の意見を取り入

れるなど、今後の事業実施に向けて尽力した。

・感染症予防対策を徹底しながら、コロナ禍での利用促進に努めた。

・令和3年度でのイベント開催に向けて働きかけを行った。

事業計画書により実施を予定していたイベントは開催できなかった

が、新型コロナウイルス感染症予防対策を徹底して、安心安全な施設

利用を第一に業務を遂行し、適正かつ良好な管理であったと評価する。

(3) 市の評価 新型コロナウイルス感染症の影響により、計画されていた事業のほ

とんどが中止となり、地域住民の文化交流の機会の減少が利用者数に

反映しているように思われる。今後は、アフターコロナに向け現状の

事業を見直し、工夫を凝らした取り組みに期待する。その他にも、こ

れまでの事業とは視点を変えた新たな取り組みを行い、より地域の特

色を活かした自主事業を展開するよう望む。


